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Abstract
　　The Department of Engineering at Kyushu Institute of Technology had all the first-year 
students in 2014 take the TOEFL ITP tests at the end of the first year and the third year. This study 
compares and analyzes these scores to show the progress students may make on English studies. 
The results showed the average total score increased by 14.88 points in two years, and, that the 
students with lower proficiency made greater progress than those with higher proficiency. The scores 
in Listening Comprehension section(LC) and Reading Comprehension section (RC) increased by 1.88 
to 3.05, though Structure and Written Expression section (SW) showed no significant difference. The 
students who scored in the higher middle rage (425-474) had scores which decreased significantly 
and accounted for 30% of all students, so English teachers are expected to provide a targeted and 

































































































Structure and Written 
Expression
標準的な文章表現や文法の知識を測定








































































表 4．　6 グループの分布（1 年次）
点数幅 人数 割合
グループ 1 374 以下 44 13.1%
グループ 2 375-399 77 22.8%
グループ 3 400-424 98 29.1%
グループ 4 425-449 75 22.3%
グループ 5 450-474 33 9.8%









が表 4 である。これは 1 年次の各グループの分布であるが、1 年次では、グループ 3
を中核として、グループ 2 からグループ 4 までの間に 80％以上が所属していることが
分かる。1 年次のトータルスコアの平均が 411.05 点であるから、その結果を裏付ける
分布となっている。 
 
表 4． 6 グルー 1  
 点数幅 人数 割合 
グループ 1 374 以下 4  13.1% 
グループ 2 375-399 77 22.8% 
グループ 3 400-424 98 29.1% 
グループ 4 425-449 75 22.3% 
グループ 5 450-474 33 9.8% 


















































































































表 5       TOEFL スコアの年次比較（1 年次、3 年次）
  
TOEFL スコア（全体）
１年次スコア ３年次スコア 差分（3-1 年次） 有意確率
トータルスコア 411.05 425.93 14.88 ***
LC スコア 41.03 44.08 3.05 ***
SW スコア 42.20 41.86 -0.34
RC スコア 40.09 41.97 1.88 ***













































表 6   グループ別に見た、TOEFL トータルスコアの年次比較（1 年次、3 年次）
　　　　　　トータルスコア
1年次スコアによる分類 １年次スコア ３年次スコア 差分（3-1 年次） 有意確率
【全体】 411.05 425.93 14.88 ***
グループ 1 ( 43 人 ) 357.43 399.91 42.48 ***
グループ 2 ( 77 人 ) 387.52 404.40 16.88 ***
グループ 3 ( 98 人 ) 411.69 427.50 15.81 ***
グループ 4 ( 75 人 ) 435.59 441.00   5.41
グループ 5 ( 33 人 ) 457.45 454.94  -2.51





























































表7      グループ別に見た、各セクション・スコアの年次比較（1年次、3年次）
　　LCスコア
１年次スコア ３年次スコア 差分（3-1年次） 有意確率
全体スコア 41.03 44.05 3.02 ***
グループ1  (43) 36.73 43.30 6.57 ***
グループ2  (77) 39.26 43.04 3.78 ***
グループ3  (98) 40.94 44.01 3.07 ***
グループ4  (75) 42.93 44.35 1.42 **
グループ5  (33) 44.82 45.70 0.88
グループ6  (10) 47.80 48.10 0.30
　　RCスコア
１年次スコア ３年次スコア 差分（3-1年次） 有意確率
全体スコア 40.09 41.82 1.73 ***
グループ1  (43) 34.80 38.77 3.97 ***
グループ2  (77) 37.36 38.73 1.37 *
グループ3  (98) 40.38 42.23 1.85 ***
グループ4  (75) 42.37 43.71 1.34 **
グループ5  (33) 44.88 45.39 0.51
グループ6  (10) 48.60 48.90 0.30
　　SWスコア
１年次スコア ３年次スコア 差分（3-1年次） 有意確率
全体スコア 42.20 41.79 -0.41
グループ1  (43) 35.73 37.91 2.18 **
グループ2  (77) 39.64 39.57 -0.07
グループ3  (98) 42.20 41.95 -0.25
グループ4  (75) 45.36 44.04 -1.32 *
グループ5  (33) 47.58 45.12 -2.46 **





表7      グループ別に見た、各セクション・スコアの年次比較（1年次、3年次）
23九州工業大学におけるTOEFL ITPスコアの時系列分析
したがって、仮説については、
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表 8．　6 グループの分布（1 年次・3 年次）
点数幅
１年次 3年次
人数 比率 人数 比率
グループ 1 374 以下 44 13.1% 20 5.9%
グループ 2 375-399 77 22.8% 51 15.1%
グループ 3 400-424 98 29.1% 93 27.6%
グループ 4 425-449 75 22.3% 91 27.0%
グループ 5 450-474 33 9.8% 55 16.3%



































































































































３） CIEEホームページ内、「よくある質問、スコアについて」より引用。「基本的にスコアはLevel 2 Pre 
TOEFL（以下L2）＝Level 1 TOEFL（以下L1）となります（例：L2スコア400＝L1スコア400）。た
だし、L2ではトータルスコアが200 ～500の範囲で表されるのに対し、L1では310 ～677ですので、
L2で310より低いスコアの場合、L1では該当するスコアがないため最低点310と見なすのが妥当と
思われ、同様にL2では500以上のスコアは出ないため、L2スコアが500の場合は、L1では同等の500
またはそれ以上のスコアが取れると考えられるでしょう。」https://www.cieej.or.jp/toefl/itp/faq4.html
４）予備日に行った試験問題は本試験日の物と同一である。なお、3年次の試験では自由意思による受験
者（3名）と、寮生による一斉受験（42名）も含まれていたが今回のデータおよび分析には含めてい
ない。1年次と比べ3年次の受験者数が少ないのは、休学者や退学者の他、試験料を事前に支払って
いるにもかかわらず受験をしなかった学生が一定数いたためである。
５）CIEEホームページ内、「よくある質問、スコアについて」より引用。「素点（＝正当数）を換算表で
換算したものが各セクションのスコアとなります。各セクションのスコアの合計を10倍して3で割り、
四捨五入して計算されたものが合計得点となります。」https://www.cieej.or.jp/toefl/itp/faq4.html
６）3年次トータルスコアは、元データ（原スコア）を、500点上限として、切り下げて、使用している。
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